
こおりやま広域圏チャレンジ「新発想」研究塾2020
まち班（1班）

【田村市】 二瓶幸也
【郡山市】 原 貴史
【須賀川市】相川貴之
【二本松市】永久保早紀
【田村市】 遠藤慶記
【石川町】 古寺里冴



〇人口減少社会の到来

・福島県においても進む人

口減少

※「超」高齢者社会に対応

する為、AI・Iotを積極的

に活用

⇒「人口減少」を前提とした

社会システム構築が必要
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福島県の人口推計

2065年までに

90万人以上減る

可能性も．．．

出典：国立社会保障・人口問題研究所 http://www.ipss.go.jp/

△90万人！？

１ 現状分析・課題
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出典：公益社団法人 日本バス協会

〇地域公共交通の

衰退
・モータリゼーションの進展に

よる利用者の減少

⇒路線維持の行政コスト増大

しかし…

→公共交通は高齢者や学生

にとって大切な「足」であ

り、 維持する必要がある。

【利用者数減少】
⇒バス路線縮小・
廃止の懸念

１ 現状分析・課題



今後の移動（旅行）範囲の予想

海外旅行

国内旅行

近隣への外出

外出自粛

〇コロナ禍における

「マイクロツーリズム」 の

提案
（ex.「県民割引」etc…）

→『マイクロツーリズム』･･･
「地元」を楽しく、深く知るきっ
かけ作り、そして感染拡大を防
止しながら地域経済を両立す
る観光。

⇒こおりやま広域圏における

魅力の創出・再発見を行い、
ローカルな旅行需要の喚起及
びイベント等の計画

新旅行スタイル

マイクロツーリズム
（小さな旅行）

※出典：星野リゾート
https://www.hoshinoresorts.com/information/release/2020/05/901
90.html

１ 現状分析・課題



１ 現状分析・課題

・バス路線の可能性…
例：休石線（郡山市）の商圏（利用者）

人口

※路線沿線から半径300ｍの人口

約３２，０００人！
⇒路線バスは多くの皆さんの生活に

密接している！

※参考：総務省地図で見る統計(統計GIS) https://jstatmap.e-stat.go.jp/jstatmap/main/base.html?1603188021804

半径
300ｍ

半径
300ｍ 郡山駅前休石 大槻車庫



新発想



地域公共

交通活性化

人口減少

社会
マイクロ

ツーリズム

バス停・バス路線のポテンシャルで解決！

生活に身近な公共交通

⇒「乗合バス」

バス停を

『地域資源』
として活用

２ 本グループの『新発想』



課題の
解決方法



「寂れた

バス停」？

「趣き」ある

バス停？

※参考：「馬立入口」バス停写真

風景として…

『趣ある』、『ヤバい』バス停

「バス停」を地域資源へ

『ネガティブアプローチ』
を活用し…

３ 課題の解決方法
①「バス停」にスポットライトを当てる！



ネガティブアプローチとは…

商品等のマイナス面をあえていったん強調

自分の商品の価値を高く

「魅せる」手法。

＋ 新たな提案（新発想）

３ 課題の解決方法
①「バス停」にスポットライトを当てる！



※出典：銚子電鉄「まずい棒」公式サイト
（https://choden-mazuibou.com/）

例：経営が「ヤバい」銚子電鉄

鉄道収入が減少し経営が「ヤバい」事態

「（経営が）まずい棒」を発売

ローカル鉄道にも関わらず知名度UP！

ネガティブアプローチ

結果として…

３ 課題の解決方法
①「バス停」にスポットライトを当てる！



「家の前」なので
周囲は住宅地…？



家が一軒も
ない！！！！

１０月２２日放送の人気番組
「ふくしまSHOW」で

注目スポットとして紹介されました！



16%

27% 57%

57%

旅行目的（2018）

出張・業務 帰省・知人訪問等 観光・レクリエーション

参考：日本交通公社『旅行年報2019』を基に作成
（https://www.jtb.or.jp/wp-ontent/uploads/2019/10/nenpo2019_1-2.pdf）

テーマパークや
観光地を巡るだけが
旅行ではない

『ニッチ』なテーマに
対する旅行ニーズが存在

観光・レクリエーション

帰省

出張

３ 課題の解決方法
②『ニッチ』な観光ニーズの存在



出典：京浜フェリーボート株式会社ホームページ
（https://www.keihinferry.co.jp/factory/factory-yakei02/）横浜(京浜運河沿い)

３ 課題の解決方法
②『ニッチ』な観光ニーズの存在

事例『夜景工場ツアー』



田村市：デザインマンホール蓋 出典：茨城県ホームページ
（https://www.pref.ibaraki.jp/doboku/gesui/kikaku/gesuidoka/man
holetour/result.html）

・デザインマンホール蓋 ・「マンホールカード」、「マンホールツアー」

３ 課題の解決方法
②『ニッチ』な観光ニーズの存在

事例『マンホールツアー』



出典：三春ダム管理所ホームページ
（https://www.thr.mlit.go.jp/miharu/index.html）

３ 課題の解決方法
②『ニッチ』な観光ニーズの存在



出典：国土交通省ホームページ（https://www.mlit.go.jp/river/dam/tourism/vol27.pdf）

３ 課題の解決方法
②『ニッチ』な観光ニーズの存在

事例『ダムツアー』



・バス路線の可能性…
例：休石線（郡山市）の商圏（利用者）

人口

※路線沿線から半径300ｍの人口

約３２，０００人！
⇒路線バス沿線には利用者以外に
も多くの生活に密接！

※参考：総務省地図で見る統計(統計GIS) https://jstatmap.e-stat.go.jp/jstatmap/main/base.html?1603188021804

３ 課題の解決方法
③『貨客混載』

日用品や野菜を運ぶ 利便性向上・新たなビジネスチャンス

休石 大槻車庫 郡山駅前



提 案



①バス停の魅力 UP

②ニッチに対応したマイクロツーリズム

③貨客混載による新たな市場開拓

提 案 内 容



「お酒」に関する
情報満載！

バス停ガイドブック・マップの作成

こおりやま広域圏内の

『やばい』バス停 『映える』バス停

地域資源としてのバス停

ローカルな魅力

マッピング

ニッチな視点から高まる

「マイクロツーリズム」への需要を喚起

①バス停の魅力UP



車窓からのフォトコンテストを実施

→イベントによる地域PR

路線バスへの乗車

（広域圏の移動を活発化）

写真をSNSにて魅力発信

住民参加による魅力発掘

ニッチ×マイクロツーリズムに対応
した新しい観光需要の発掘

バス停のある風景の
発見

バス停フォトコンテストの実施

①バス停の魅力UP



バス停を回るデジタルスタンプラリーの実施

スタンプを集め
応募

公共交通の利用を喚起
参加型イベントにより
観光客UP！

◦対象バス停が存在する地区をめぐる
◦ＱＲコードや位置情報機能を活用した
路線バスに乗る仕掛けのある
デジタルスタンプラリー

広域圏の名産品
をプレゼント！

広域圏のバス停＋観光地

②ニッチに対応したマイクロツーリズム



出典：ヤサイバー株式会社ホームページ

（https://yacyber.jp/shop/sample）

バス利用時に
お買い物

野菜等を運ぶ
（貨客混載）

バス×物流

採れたて
の野菜

バス停等
(ちいさな
拠点)

バス停に無人販売機やバスで野菜等を運ぶ貨客混載

・帰宅やお迎え時にバス停でのお買い物
・バスを活用し野菜等を運ぶ(貨客混載)

③貨客混載による新たな市場開拓



効 果



マイクロツーリズム＋α として…

・住民参加型イベント
・アート ・食材探し
・酒蔵 ・ＡＲ（拡張現実）

①「マイクロツーリズム」需要の高まりによる
ローカルな旅行者の増加

高まるマイクロツーリズムへの需要
「バス停」を通じたPR

周辺の観光地や飲食店の
利用促進が見込める（その逆も◎）

「こおりやま広域圏」が
マイクロツーリズムによる
行先の新たな候補へ

地域経済の活性化
（with コロナの旅行スタイル）



こおりやま

広域圏
A地域

B地域

C地域

Twitter

Instagram

②地域間競争の時代における
「こおりやま広域圏」の新たな魅力の発信

ローカルな
魅力

地域間
競争下

「新発想」
の視点

マイクロツー
リズム

「バス停」から
ガイドブックやSNSを
活用し発信

新たな魅力の発信
他地域との差異化

公共交通の活性化

近場の魅力を再発見 「魅力あるまちづくり」の実現へ

選ばれる「こおりやま広域圏」の確立



③人口減少社会において、公共交通を
利用する新たなニーズの創出

スタンプラリーやフォトコンテストに参加

「車」移動だけではない
「公共交通」という新たな選択肢を与えるきっかけに

公共交通の乗車率の維持・向上

公共交通の活性化へ



中心部と郊外部の
「小さな拠点」を交通で結ぶ

中心部
（病院、商業施設）
（学校、職場）

小さな
拠点

小さな
拠点

中心市街地
郊外部

郊外部

小さな拠点
（バス停）

郊外部

貨客混載
（日中→日用品や薬を運ぶ）

・利便性向上
・郊外部内を移動する場合の
公共交通利用ニーズの創出

将来的に…



バス停魅力化・マイクロツーリズム・高機能化提案

人口減少にともなう地域公共交通の衰退 .課題

地域の「バス停」×地域資源を活用し、
どの地区においても魅力ある「まちづくり」の実現

公共交通活性化

５ まとめ まち班のイメージ図



ご清聴ありがとう
ございました


